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	１　 企　画　総　務　部
	平成21年度に実施した主な業務は，保健環境センターが実施する調査研究の総合的な企画及び調整，保健衛生及び環境保全に関する情報の収集，環境保全活動や環境教育の支援，食品試験検査業務管理(GLP)の信頼性確保部門業務，環境測定検査における精度管理体制に関する業務，外部評価の実施並びに調査研究業務であり，その概要は以下のとおりである。
	1 調査研究に関する企画調整
	(1) 調査研究計画書等の作成
	行政機関からの要望課題や各部の調査研究方針に基づいて企画されたプロジェクト研究及び経常研究等の研究計画書等を調整し，保健環境センターの調査研究計画を作成した。調査研究については内部評価を行った後，環境対策課が開催する連絡調整会議で検討して予算要求し，予算の確定額を基に平成22年度の調査研究の実施計画に反映させた。
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	各部の調査研究結果等を取りまとめの上，環境対策課が開催する連絡調整会議に成果等を報告した。
	(4) 年報の発行及び研究発表会の開催
	保健環境センター内に年報編集委員会を組織し，年報の発行を行った。また，第28回研究発表会を開催し，関係機関の参加のもと，調査研究29課題の発表を行った。なお，研究発表会には外部機関からの参加があり，食肉衛生検査所から2題，原子力センターから2題及び仙台市衛生研究所から2題の発表があった。
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	大気環境部の業務は，大気関係部門と特殊公害関係部門に分けられる。大気関係部門は大気汚染に係わる常時監視，工場事業場規制，各種実態調査及び調査研究を行っており，特殊公害部門は騒音，振動及び悪臭に係わる監視測定及び調査研究を行っている。また，環境管理計画については，環境基本計画の円滑な運用に資する情報システムの整備及び調査研究を行っている。
	二酸化硫黄(SO2)は長期的評価では有効測定局数8局すべてで環境基準を達成し，短期的評価では有効測定局9局すべてで環境基準を達成した。また，浮遊粒子状物質(SPM)は長期的評価では有効測定局19局すべてで環境基準を達成したが，短期的評価では有効測定局20局中16局で環境基準を達成できなかった。
	平成21年度は，大気汚染防止法第22条の規定に基づく大気汚染状況の常時監視に関する事務処理基準の優先取組物質22物質のうち19物質について，県内3地点で毎月1回実施した。
	日本全域における酸性沈着による汚染実態を把握することを目的に保健環境センターにおける2週間ごとの湿性沈着と県内2地点で1ヶ月ごとにパッシブサンプラーを用いガス状汚染物質4項目の濃度を測定した。
	新幹線鉄道に係る環境保全対策指針値の達成状況を把握するため，東北新幹線鉄道沿線で表12のとおり測定調査を実施した結果，全測定地点で指針値（70dB）を達成していた。
	自動車交通環境負荷低減計画の円滑な進行管理に資するため，自動車交通による窒素酸化物排出量を算定した。
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